
（5）平成 19.7.1

  　

副
市
長
退
任
に
あ
た
り
、
一
言
ご
あ
い
さ

つ
申
し
あ
げ
ま
す
。

  

私
が
倉
吉
市
助
役
と
し
て
着
任
し
た
の
が
、

平
成
16
年
６
月
で
あ
り
ま
す
。
着
任
し
た
そ

の
日
の
合
併
協
議
会
に
出
席
し
た
の
が
最
初

の
仕
事
で
あ
り
ま
し
た
。
昭
和
の
大
合
併
か

ら
50
年
余
の
歳
月
が
流
れ
、
市
役
所
の
存
在

も
そ
の
当
時
と
は
か
な
り
変
わ
っ
て
き
て
い

る
よ
う
に
感
じ
ま
す
。

　

一
人
一
台
の
車
社
会
の
到
来
。
そ
の
上
、

急
速
な
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
社
会
で
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
住
民
意
識
に
も
大
き
な
変
化
が
み
ら

れ
ま
す
。
し
か
し
、
合
併
協
議
会
で
議
論
を

重
ね
、
ま
た
、
市
民
と
の
車
座
集
会
な
ど
に

よ
る
対
話
を
通
じ
て
、
機
が
熟
し
た
平
成
17

年
３
月
21
日
に
新
倉
吉
市
が
誕
生
し
ま
し
た
。

  

こ
の
よ
う
な
歴
史
の
節
目
に
合
併
協
議
会

に
参
画
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
誠
に
感
慨
深
い

も
の
を
感
じ
て
い
ま
す
。

  

教
訓
と
し
て
学
ん
だ
こ
と
は
、
昨
年
12
月

倉
吉
市
が
施
行
し
た「
倉
吉
市
市
民
参
画
と
協

働
の
ま
ち
づ
く
り
推
進
条
例
」に
象
徴
さ
れ
て

い
ま
す
。
情
報
公
開
と
市
民
と
の
対
話
を
大

切
に
す
る
流
れ
が
、
今
や
大
き
な
う
ね
り
に

な
り
つ
つ
あ
る
よ
う
に
感
じ
て
い
ま
す
。

  

市
民
の
皆
さ
ま
一
人
ひ
と
り
が
市
政
に
参

画
し
て
い
た
だ
き
、
住
み
よ
い
倉
吉
市
の
発

展
を
願
っ
て
や
み
ま
せ
ん
。平

成
19
年
６
月
吉
日

※
安
木
睦
夫
さ
ん
は
、
平
成
16
年
６
月
に
鳥
取
県
を

退
職
さ
れ
、
倉
吉
市
の
助
役
に
就
任
さ
れ
ま
し
た
。

し
か
し
６
月
に
、任
期
満
了
を
待
た
ず
、市
長
に
６
月

30
日
付
で
の
辞
職
願
を
出
さ
れ
受
理
さ
れ
ま
し
た
。

■
報  

告
■

【 

報
告
受
理　

５
件 

】

●
損
害
賠
償
の
額
の
決
定
な
ど
計
５
件

■
議　

案
■

【 

承   

認　

７
件 

】

●
平
成
18
年
度
の
一
般
会
計
、
各
特
別
会
計

な
ど
計
３
件
の
補
正
予
算
案
件
●
税
条
例
の

一
部
改
正
な
ど
計
３
件
の
条
例
案
件
●
損
害

賠
償
の
額
の
決
定
に
つ
い
て

【 

原
案
可
決　

10
件 

】

●
平
成
19
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
、
国
民

宿
舎
事
業
特
別
会
計
予
算
●
廃
棄
物
の
処
理

及
び
清
掃
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
な

ど
計
７
件
の
条
例
案
件
●
グ
リ
ー
ン
ス
コ
ー

レ
せ
き
が
ね
の
指
定
管
理
者
の
指
定
●
工
事

請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

【 

同　

意　

１
件 

】

●
人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の
推
薦
に
つ
い
て

■
陳　

情
■

【 

採　

択 

２
件 

】

●
最
低
賃
金
法
の
抜
本
改
正
と
均
等
待
遇
の

実
現
を
求
め
る
意
見
書
提
出
に
つ
い
て
●
森

林
の
整
備
、
林
業
・
林
産
業
の
振
興
に
関
す

る
意
見
書
提
出
に
つ
い
て

【 
趣
旨
採
択　

２
件 

】

●
学
校
医
の
報
酬
に
つ
い
て
●
倉
吉
市

の
幼
児
教
育
に
つ
い
て

【 

不
採
択　

１
件 
】

●
二
〇
〇
八
年
度
国
家
予
算
に
お
い
て
、教
育

予
算
拡
充
を
求
め
る
意
見
書
提
出
に
つ
い
て

【 

継
続
審
査　

３
件 

】

●
斎
場
建
設
に
つ
い
て
●
新
斎
場
建
設
候
補

地
の
推
薦
撤
回
に
つ
い
て
●
新
斎
場
建
設
候

補
地
の
取
り
下
げ
に
つ
い
て

■
議
会
発
議
■

【 

原
案
可
決　

２
件 

】

●
最
低
賃
金
法
の
抜
本
改
正
と
均
等
待
遇
の

実
現
を
求
め
る
意
見
書
提
出
に
つ
い
て

●
森
林
の
整
備
、
林
業
・
林
産
業
の
振
興
に

関
す
る
意
見
書
提
出
に
つ
い
て

　

平
成
19
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
案
及
び
特
別
会

計
補
正
予
算
案
な
ど
、21
議
案
を
審
議

　

平
成
19
年
６
月
第
４
回
倉
吉
市
議
会
定
例
会
が
、
６
月
４
日
か
ら

15
日
ま
で
開
催
さ
れ
、
平
成
19
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
案
及
び
特

別
会
計
予
算
案
な
ど
19
議
案
、
陳
情
８
件
、
議
会
発
議
２
件
な
ど
が

審
議
さ
れ
ま
し
た
。
特
に
、
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
等
に
関
す
る

条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て
は
、
活
発
な
議
論
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

会
議
録（
質
問
、
答
弁
な
ど
）は
、
各
地
区
公
民
館
、
各
人
権
文
化
セ
ン
タ
ー
、
市
立
図
書
館
、

市
役
所
２
階
の
市
民
と
市
長
の
ふ
れ
あ
い
コ
ー
ナ
ー
な
ど
で
、
９
月
上
旬
か
ら
ご
覧
に
な
れ

ま
す
。
市
議
会
会
議
録
検
索
シ
ス
テ
ム
は
、
倉
吉
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

市議会報告

6月定例会

市
政
の
発
展
を
願
っ
て

 

倉
吉
市
副
市
長 

安
木 

睦
夫

６月議会で可決され、し尿

処理手数料が次のようにの

改定されます。

　し尿処理手数料（し尿くみ取

り料金）が、平成１９年１０月

１日(月)からし尿汲取量９０ℓに

つき９５０円（現行８５０円）

となります。

　１０月１日（月）以降は、現在

のし尿処理券を使用すること

ができなくなりますのでご注

意ください。

　お手持ちのし尿処理券

（８５０円券）は、市役所環境

課または販売店で差額１００

円をお支払いいただくと９月

１０日から９５０円券と交換

できます。

　※問合せ先 : 環境課

　　　　　(あ２２‐８１６８)
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　介護予防事業を紹介します

レッ
ツ！ 介護予防

※問合せ先：長寿社会課 (あ 22―7851)

７
月
ホ
ッ
と
い
き
い
き
教
室

〜
介
護
予
防
教
室
〜

　  

65
歳
以
上
の
介
護
認
定（
要
支

援
・
要
介
護
認
定
）
を
受
け
て
い
な

い
人
を
対
象
に
、
い
つ
ま
で
も
元

気
で
過
ご
せ
る
よ
う
に
介
護
予
防

教
室
を
開
催
し
ま
す
。

と　

き

：

７
月
25
日（
水
）
午
前
10

時
30
分
〜
午
後
３
時

と
こ
ろ

：

グ
リ
ー
ン
ス
コ
ー
レ
せ

き
が
ね

内　

容

：（
午
前
）
ミ
ニ
講
話
・
簡

単
体
操

（
午
後
）
自
由
時
間（
頭
の
体
操
、

ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
、健
康
相
談
な
ど
）

参
加
料

：

１
，
２
０
０
円（
昼
食
・

入
浴
料
）

募
集
条
件

：

65
歳
以
上
で
、
介
護

認
定
を
受
け
て
い
な
い
人

※
送
迎
希
望
の
人
は
、
送
迎
し
ま
す
。

詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
申
込
・
問
合
せ
先

：

長
寿
社
会
課
（
あ

２
２

－

７
８
５
１
）

介
護
保
険
料
に
つ
い
て

　

保
険
料
の
額
は
、
介
護
サ
ー
ビ
ス

の
費
用
の
19
％
を
、
倉
吉
市
に
住
む

65
歳
以
上
の
人
の
人
数
で
割
っ
た
額

が
基
準
に
な
り
ま
す（
図-

１
の
と

お
り
）。

  

高
齢
者
の
保
険
料
は
、
年
金
の
額

に
応
じ
て
決
ま
る
わ
け
で
は
な
く
、

給
料
や
事
業
に
よ
る
所
得
な
ど
全
て

の
収
入
を
も
と
に
決
め
ら
れ
ま
す
。

  

平
成
19
年
度
の
介
護
保
険
料
額

に
つ
い
て
は
、
65
歳
以
上
の
人
全

員
に
郵
送
し
ま
し
た「
介
護
保
険

料
の
お
知
ら
せ
」
に
記
載
の
と
お

り
で
す
。

  

平
成
17
年
度
の
税
制
改
正
で
、

平
成
17
年
度
以
前
に
市
民
税
が
非

課
税
で
あ
っ
た
人
が
平
成
18
年
度

以
降
課
税
と
な
っ
て
い
る
場
合
、

減
額
措
置
が
適
用
さ
れ
ま
す（
下
表

の
と
お
り
）。

※
問
合
せ
先

：

長
寿
社
会
課
（
あ
２
２

―

７
８
５
１
）

倉吉市
(12.5%)

鳥取県
(12.5%)

国
( 平均 25％）

40～64歳
の人の保険料
（31％）

65歳以上の人
の保険料
（平均19％）

所得段階 対象 保険料額 緩和措置後の平成１９年度保険料額

第１段階
老齢福祉年金受給者

２７，６００円 ２７，６００円
生活保護受給者

第２段階
市民税非課税世帯で本人の合計所得
金額と課税年金収入額の合計が８０万
円以下の人

２７，６００円 ２７，６００円

第３段階
市民税非課税世帯で本人の合計所得
金額と課税年金収入額の合計が８０万
円を超える人

４１，４００円 ４１，４００円

第４段階 本人は非課税で市民税課税世帯 ５５，３００円
税制改正がない
場合の所得段階

第１段階 ４５，９００円

第２段階 ４５，９００円

第３段階 ５０，３００円

第５段階
市民税が課税されている人で合計所得
金額が２００万円未満の人

６９，１００円
税制改正がない
場合の所得段階

第１段階 ５５，３００円

第２段階 ５５，３００円

第３段階 ５９，７００円

第４段階 ６４，１００円

第６段階
市民税が課税されている人で、合計
所得金額が２００万円以上の人

８２，９００円 ８２，９００円

高
齢
者
の
暮
ら
し
を
守
る
研
修
会

　

市
と
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
高
齢

者
の
消
費
者
被
害
防
止
の
取
組
を
行
っ
て
い

ま
す
。
そ
の
一
環
と
し
て
、
悪
質
商
法
へ
の

対
処
法
な
ど
を
学
ぶ
研
修
会
を
行
い
ま
す
。

悪
質
商
法
の
手
口
は
近
年
複
雑
・
巧
妙
化
し
、

特
に
高
齢
者
が
狙
わ
れ
や
す
い
傾
向
に
あ
り

ま
す
。
多
数
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

講　

師

：

県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
次
長　

坂

本
浩
彰
さ
ん

と　

き

：

７
月
13
日（
金
）
午
後
２
時
〜
３
時

30
分

と
こ
ろ

：

倉
吉
交
流
プ
ラ
ザ
視
聴
覚
ホ
ー
ル

参
加
費

：

無
料

※
申
込
・
問
合
せ
先

：

長
寿
社
会
課（
あ
２
２

－

７
８
５
１
）
各
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー（
う
つ
ぶ

き
あ
２
６
‐
６
３
７
８
／
マ
グ
ノ
リ
ア
あ
２
６
‐

３
９
２
２
／
倉
吉
中
央
あ
２
２
‐
６
１
０
２
／
明

倫
小
鴨
あ
２
３
‐
７
１
０
６
／
か
も
が
わ
あ
４
５
‐

３
８
８
８
）

介護予防ワンポイント
　あなたのお口は健康ですか？

　いつまでもおいしく食べたい、元気に笑い

たいと願いますよね。そのためには日ごろか

らお口の健康度を高めておくことが必要です。

まずは歯磨き、義歯の手入れ、口の体操など、

寝たきりになっても意識していきましょう。

図－１
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第３１回倉吉打吹まつり
　　参加者・出店者募集
　倉吉の夏の恒例イベント「倉吉打吹まつり」の季節を迎える

ことになりました。各種部門の参加者・出店者を募集します

のでご応募ください。

＊日程の詳細は７月１５日号でご紹介します。                           

ホームページで第３１回倉吉打吹まつりの最新情報を公開中　http://www.apionet.or.jp/kankou/

２０
０７
年

８月
４日（

土）

５日（
日）
開催

２
０
０
７
倉
吉
打
吹
ま
つ
り

※時間は変更になる場合があります。

 ●みつぼし踊り
と　き　８月４日（土）
　　　　午後７時 30 分～
ところ　銀座通り
参加資格　１チーム 10 人以上
応募締切　７月１０日（火）
申込・問合せ先
打吹まつり実行委員会事務局
（あ 090―3632―2606 ／い 22―8136）
＊今年は審査・賞金はありません
＊踊りの指導を希望の場合は講師を派

遣します。（１団体２回までは無料）

 ●屋台（山車）・牛鬼・女みこし
概　要・屋台と牛鬼を綱で引いて

銀座通りを大パレードして
くれる子どもたちを募集

             また、今年から子どもだ
けの「子ども牛鬼隊」も募集

　　　・"女みこし "かつぎ手募集
と　き　８月４日（土）午後３時～
ところ　各出発地点～銀座通り
特　典　参加してくれた子には

「ちょこっと屋台ゲームプ
レイ券」をプレゼント

申込・問合せ先
打吹まつり実行委員会事務局
（あ 090―3632―2606 ／い 22―8136）
 ●飛天ＷＡＳＳＯ（ワッソ）
概　要
各チームが創作みこ
しを担ぎ、自由なパ
フォーマンスで盛り
上がる
と　き　８月４日（土）午後６時～
ところ　打吹公園通り、銀座通り
種　別
①女性みこし踊り隊「飛天ＷＡＳＳＯ」
②こどもみこし踊り隊「鼓童ＷＡＳＳＯ」
③飛天にぎわい隊「キャラＷＡＳＳＯ」
※各種賞金あり
応募締切　７月１８日（水）
申込・問合せ先：倉吉商工会議所青
年部（あ 22―2191 ／い 22―2193）
 ●ＧＯ―１打吹（アームレスリング）大会
概　要  軽量級と重量級に分かれて

豪腕を競います
と　き　８月４日（土）午後３時～
ところ　銀座通り周辺
対   象
中部地区在住の１８歳以上の男性
（高校生以下不可）
軽量級（体重７０kg 未満）３０人
重量級（体重制限なし）３０人
＊ライトハンド（右腕）のみ

＊飲酒後の出場はできません
＊軽量級は午後２時から計量
出場料  ３００円
表   彰  ３位まで賞品あり
応募締切　７月２７日（金）
申込・問合せ先：日本アームレスリ
ング連盟鳥取支部代表 下山（あ 090
―8715―1015 ＊平日は午後６時以
降、土・日は日中でも可）
 ●くらのいち（出店）
概　要　市（いち）を通じて倉吉の

特産品を創造。自慢の家
庭料理、お店の名物料理
を出店されませんか

と　き　８月４日（土）午後４時～
ところ　打吹公園通り
応募締切　７月２３日（月）
申込・問合せ先：くらのいち出店者
協議会  浅田（倉吉シティホテル内、
あ 26―6111 ／い 26―6121）

 ●ボランティアスタッフ募集
　まつり当日の運営を支えるボラン
ティアスタッフを募集します。あなた
の力で今年のまつりを盛り上げよう！
応募締切　７月２３日（月）
申込・問合せ先
打吹まつり実行委員会事務局
（あ 090―3632―2606 ／い 22―8136）
 ●３ｏｎ３ストリートＩＮ倉吉
概　要　３人対３人で行うバスケット

ボールで、スピーディーかつ熱
い戦いが繰り広げられます。

と　き　８月５日（日）午後２時～
ところ　天神川河川敷特設コート
対　象　中学生以下の部10チーム、

高校生以上の部 12 チーム
（先着順で受付）

参加費　１，５００円
募集期間　７月２日（月）～１３日（金）
申込・問合せ先：市生涯学習課

（あ 22―8167）
 ●打吹天女コンテスト
と　き　８月５日（日）午後６時～
ところ　飛天夢広場ス

テージ（倉吉大
橋付近河川敷）

対　象　倉吉市内在
住または在
勤、在学の１８歳以上の人

応募締切　７月１８日（水）必着
申込・問合せ先：新日本海新聞社中部
本社（あ 26―8340 ／い 26―8310）

 ● Free Jam野外ライブ出演者募集中
概　要  ８月５日の花火会場飛天夢広

場ステージでおこなわれる
Free Jam（野外ライブ）の出演
者を決めるオーディションを
行います

と　き　７月１５日（日）午後１時～
ところ　新日本海新聞社中部本社
対　象　中部地区在住の音楽活動者

（高校生枠あり）
           ＊ジャンルなどは不問
          ＊まつり当日に１５～３０分の演

奏ができること
参加費    無料
審査方法 １組あたり２曲の演奏。運

営委員会で決定します。
　　　  ＊合格者には特典あり
応募方法 応募用紙に記入して、トミ

ヤ楽器店・はとや楽器・倉吉
未来中心・大前タイヤ・あん
くるＴ・スタジオマッドマウ
スのいずれかへ

        ＊応募用紙は上記の場所にあり
ます

応募締切 ７月１０日（火）必着
申込・問合せ先
 Free Jam運営委員会　河田（スタジオ

マッドマウス）（あ 23-1433
※午後２時以降）　　　　

 ●楽市楽座（出店）
概　要　花火会場での出店
と　き　８月５日（日）午後４時30分～
ところ　飛天夢広場（倉吉大橋付近河川敷）
対　象　中部地区の団体および個人

（先着順で倉吉市の人を優先）
募集数　20 テント
出店料　20,000円
募集期間　７月５日（木）午前８時

30 分～ 10 日（火）正午
申込・問合せ先
打吹まつり実行委員会事務局
（あ 090―3632―2606 ／い 22―8136）
 ●打吹まつりオリジナルＴシャツ
　好評発売中 !!
　打吹まつりの売上は、まつり運営の
ための大きな収入源となっています。
ぜひ、友だちや夫婦親子でご一緒に、
あるいは職場やグループでご購入いた
だき、これを着てまつりに参加してく
ださい。
申込・問合せ先
打吹まつり実行委員会事務局
（あ 090―3632―2606 ／い 22―8136）
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黙
っ
て
我が

ま
ん慢

し
て
て
い
い
の
？

　

２
０
０
５（
平
成
17
）
年
に
鳥
取
県
が

実
施
し
た
同
和
地
区
実
態
把
握
等
調
査
の

分
析
結
果
で
は
、
今
ま
で
の
被
差
別
体

験
の
有
無
に
よ
る
と
「
被
差
別
体
験
あ
り

は
２
９
．
９
％
で
、
そ
の
う
ち
５
年
以
内

に
受
け
た
被
差
別
体
験
は
２
３
．
１
％
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
内
容
は
、「
日
常
の
地
域
生
活
」

３
９
．
４
％
「
職
場
や
職
場
上
の
付
き
合

い
」
２
７
．
６
％
、「
結
婚
」
２
３
．
４
％

と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
差
別
を
受
け

た
と
き
の
対
応
と
し
て
最
も
多
か
っ
た
の

は
、「
黙
っ
て
我
慢
し
た
」に
４
９
．
１
％

「
身
近
な
人
に
相
談
し
た
」３
０
．
５
％
と

な
っ
て
い
ま
す
。

  

長
年
の
人
権
・
同
和
教
育
の
成
果
で
県

民
の
人
権
意
識
は
高
ま
っ
て
き
て
お
り
、

露ろ
こ
つ骨

な
差
別
事
象
は
見
ら
れ
な
く
な
り
ま

し
た
。
し
か
し
、
実
態
調
査
の
結
果
が
示

し
て
い
る
よ
う
に
当
事
者
に
と
っ
て
み
れ

ば
心
が
痛
む
出で

き

ご

と

来
事
が
ま
だ
ま
だ
存
在
し

て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

積
極
的
に
町
内
学
習
に
参
加
を

  

部
落
解
放
月
間
に
入
る
と
、
早
い
地
区
で

は
同
和
教
育
町
内
学
習
会
が
始
ま
り
ま
す
。

　

こ
の
取
り
組
み
は
、
１
９
７
４（
昭
和

49
）
年
か
ら
全
町
で
実
施
さ
れ
た
学
習
会

で
、
部
落
問
題
に
つ
い
て
正
し
い
こ
と
を

知
ろ
う
と
い
う
こ
と
か
ら
出
発
し
ま
し
た
。

  

そ
し
て
、「
障
害
」の
あ
る
人
、
女
性
の

人
権
問
題
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
人
権
問
題
に

つ
い
て
の
学
習
に
発
展
し
、
今
で
は
、
人

権
が
尊
重
さ
れ
た
町
づ
く
り
の
た
め
の

「
学
習
の
場
」に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

  

「
差
別
は
な
く
な
っ
た
」と
思
っ
て
い
る
人

も
中
に
は
あ
る
か
と
思
い
ま
す
が
、
現
状

を
正
し
く
知
っ
て
、
差
別
の
な
い
住
み
よ

い
町
づ
く
り
の
た
め
に
積
極
的
に
学
習
会

に
参
加
し
、
行
動
で
き
た
ら
と
思
い
ま
す
。

  

ま
た
、
お
し
ゃ
べ
り
を
交
わ
し
な
が
ら

人
と
人
と
の
つ
な
が
り
を
大
切
に
す
る
こ

と
や
、
生
活
を
振
り
返
り
、
自
分
の
生
き

方
を
見
つ
め
直
す
営
み
が
学
習
会
だ
と
考

え
ま
す
。

期
間
中
の
主
な
行
事

▼
ワ
ッ
ペ
ン
着
用（
園
児
・
小
中
学
生
）

  

部
落
解
放
月
間
に
合
わ
せ
て
市
内
の
園

児
や
小
中
学
生
が
ワ
ッ
ペ
ン
を
つ
け
て
、

あ
ら
ゆ
る
差
別
の
解
消
を
願
い
、
校
園
内

外
で
の
生
活
を
見
つ
め
直
し
た
り
、
呼
び

か
け
合
っ
た
り
し
ま
す
。

▼
同
和
問
題
講
演
会

演
題

：「
人
権
問
題
と
し
て
の
同
和
問
題
」

　
　
　
　

〜
国
連
で
の
取
り
組
み
〜

講
師

：

横
田　

洋
三
さ
ん

日
時

：

７
月
２
日（
金
）
午
後
２
時
〜
３

時
30
分

会
場

：

ハ
ワ
イ
ア
ロ
ハ
ホ
ー
ル（
湯
梨
浜

町
は
わ
い
長
瀬
）

※
問
合
せ
先

：

鳥
取
県
総
務
部
人
権
局
同
和
対

策
課（
あ
０
８
５
７―

２
６
ー
７
０
７
３
）
／
鳥

取
県
中
部
総
合
事
務
所
県
民
局（
あ
０
８
５
８―

２
３―

３
９
８
３
）
／
倉
吉
市
人
権
政
策
課
（
あ

０
８
５
８―

２
２―

４
８
９
１
）

※
関
心
の
あ
る
人
は
ど
な
た
で
も
参
加
で

き
ま
す
。

さ
ま
ざ
ま
な
学
習
会
に
参
加
し
て
学
ぼ
う
！

倉吉市人権文化センター
あ22-4768／い22-4901

№38
シリーズ

なくそう 差別落書き！

   ｢ 倉吉ほっとプラザ ｣の男子
トイレで、６月１１日、１３日、
２２日と相次ぎ差別落書きが
発見されました。
　落書きの内容は、賤

せんしょうご

称語を用
いて同和地区の人を侮辱するも
のでした。
　このような差別落書きは、絶対
に許されるものではありません。
   差別を「しない、させない、
許さない」ため、市民みんなで
差別落書きを撲滅しましょう！

   差別落書きを発見したとき
は、施設管理者、または、市
役所、人権文化センターへ連
絡ください。

倉吉市役所（あ２２－８１１１）
倉吉市人権文化センター

（あ２２－４７６８）

部
落
解
放
月
間
と
は
・
・
・

１
９
７
０
年（
昭
和
45
）年
７
月
10
日
か
ら
鳥
取
県
独
自
の
取
り
組
み
と
し
て
、

全
県
的
に
一
週
間
を
部
落
解
放
週
間
と
し
て
、
同
和
問
題
に
対
す
る
啓
発
活
動

を
始
め
ま
し
た
。そ
の
後
、１
９
７
３
年（
昭
和
48
）年
か
ら
部
落
解
放
月
間
と
し

て
こ
の
時
期
に
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
が
展
開
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。




